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第 7 章は総括であり 各章の研究結果をまとめ 本論文の結論を述べている。
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論文の審査結果の要旨
本論文はタオノレ織物の糸抜けを防止し，品質を向上するため，パイルの引抜き強さを解明し，パイル
の引抜き強さを大きくするための指針を得ょうとしたもので つぎのような成果を見出している。
(1) タオノレ織物のパイル引抜き強さを研究するため 任意の屈曲角度での摩擦測定のできる試験機を試
作し，糸の構造と屈曲状態での摩擦との関係を見出している。
(2) たて糸張力を増加するとたて糸の交差角度が小さくなり織物密度が増し，その結果パイノレ引抜き強
さが大きくなる。
(3) タオノレ織物はパイル引抜き強さがある値以下のときに洗濯中パイル抜けが生じるが，洗濯回数を重
ねるとパイルのねじれや毛羽が増加してパイル引抜き強さが増す。
(4) タオル織物のパイル引抜き強さを増すためには よ乙糸本数を増すかあるいはよ乙糸の撚数を多く
し，パイノレ糸の撚数を少くする乙とが有用である。
以上のように，本研究は織物構成糸の屈曲状態からの繊維引抜きに関して新知見を得ており，さらに
その結果の実際問題での応用も試みている。これらの結果は繊維工業ならびに繊維工学に寄与するとこ
ろが大であるロ
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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